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からその根深さ、複雑さを指摘している。    
さて、以下では評者の「ないものねだり」を若干書いておく。本書
ではイーストウッドの監督第二作目『荒野のストレンジャー』以降の
作品が論じられ、処女作『恐怖のメロディ』(1971 年)はイントロダク
ションで触れられているだけである。一夜限りの相手と思っていた女
性に付きまとわれ、命まで狙われる男の恐怖を描くこの作品は、当時
のウーマンリブ運動や彼が無意識的に発している「フェミニスト的メ
ッセージ」(332 頁)との関連、そして映画作家にとって処女作が重要な
意味を持つと言う観点からも、より綿密な考察がなされるべきではな
かったかと思う。 
また本書では『父親たちの星条旗』『硫黄島からの手紙』までが取
り上げられているが、その後『チェンジリング』(2008)『グラン･トリ
ノ』(2008)『インビクタス/負けざる者たち』(2009)『ヒアアフター』
(2010)『J・エドガー』(2011)とイーストウッドは次々に興味深い作品
を発表している。『グラン･トリノ』には訳者による解読が付せられて
いるが、その他の作品についての著者の解説を読みたい。特に「アメ
リカの正義」の遂行のために法の逸脱も厭わない『J・エドガー』の主
人公は、ある意味でダーティ･ハリーと通低する人物であり、そのリベ
ラルな同性愛の描写も含めてこの作品に関する「倫理的フェミニスト」
コーネルの見解を聞きたいと思う。 
なお翻訳に関しては、この分野の知識のない読者のために多少の工 
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夫がなされれば、より多くの理解が得られたのではないかと思う。し
かしながら、本書はクリント・イーストウッドという映画作家を新し
い視点から解明しようとする刺激的な著作であることは確かである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
